
                                                                                             

みんなねっと 福井県かれん新聞第１１５号（奇数月発行） 

事務局ホッとサポートふくい内〒９１０－００２６福井市光陽２―３－３６  
福井県総合福祉相談所内 ℡０７７６－２４－５１３５ 

１）  みんなねっと福井けんかれん  ２０２６年（令和８年）３月１日  

            ＊ 障がいをのりこえるために ���������������������� 

も くじ                        
・ 県家族相談研修会          ・・・（１）             

・ 報告、新福井県相談所など     ・・・（２） 

・ 石田新知事にのぞむこと    ・・・（３） 

・  精神の病気とは？          ・・・（４） 

 

県家連 家族相談研修会 

  日時：３月８日（日）午前１０時～正午 

会場：福井県社会福祉センター  

テーマ：相続、遺言書、相談の仕方   （質疑、 実習をします。） 

                               

        

講師紹介  行政書士 青木 克博氏 （あおきかつひろ） 

◆青木行政書士事務所 所長   
◆相続手続支援センター福井 センター長 
◆株式会社スタートアップ経営 代表取締役  
◆福井県行政書士会 会長  
 
 
 
 
 
＊みんなねっと誌 購読 しましょう！ 例会などで活用を！  
＊「けんかれん新聞」に原稿や意見・質問などの投稿を！  
＊家族会例会に集まって話合うのが健康にもいいです。 



                                                                                             

２） みんなねっと 福井けんかれん新聞   ２０２６年 ３月１日 

 報告 
・みんなねっとｐｃ会議 13～４千万円余りの寄付の使い方について 小寺 
・ハートフル文化祭の反省会 1 月３０日（金）1３:30～ 県福祉センター                                                     

                     出席：吉村、小寺 
・ひびき会議 2 月 13 日（金）14～ 敦賀仲郷公民館 小寺 
・県差別解消会議 2 月 19 日（木）10～ 県庁 小寺、塩谷 
・ふっとわーく会議 2 月 19 日（木）13:30～ オンライン 小寺 

 
県差別解消会議 2 月 19 日（木）10～ 県庁 
・障がい者差別解消相談事例が 76 件報告された。 

 ＜その内の１例＞ 11 月 25 日 本人男性（精神障がいあり）が福井市

障がい福祉課に来所した。「家族と不仲で日常会話の中で差別的な表現が 
 あり、精神的に苦痛を感じているためグループホームなどで一人でくら

したい。」 対応状況「グループホーム入居に関して相談者が居住する地

区障がい支援事業所の紹介をした。」後日、入居に向けて手続きをすると 
連絡があった。 

・ 警察署、福井県労働委員会、教育庁、福井県障がい福祉課、各市町に電話

や来所で本人や家族が相談をしている。 
 

新相談所は、 福井県障がい福祉・精 障がい者神保健相談所となりました。 

     電話 ０７７６－８４－８２３２  障がい者支援課 

     電話 ０７７６－８４－８２３３  精神保健福祉課 

                       FAX ０７７６－５８－３７１９ 

     住所 〒910-0846 福井市四ツ井 2-8-1 

                                                  

福井県家連 総会と講演会 

  日時：6 月２０日（土）午後１時～ 総会 
             午後２時２０分～ 講演会（講師未定） 
 
 
 
 
 



                                                                                             

 
 
 

３）みんなねっと 福井けんかれん新聞      ２０２６年 ３月１日 

２月就任の石田新知事に望むこと                   

 
１ 県庁職員の上下下達体制を変えて欲しい。 
    官庁では、職員は上司に意見を言えない。 
    これが、セクハラにも繋がった。 
 
２ 政策では、県民の意見をよく聞いて欲しい。 
  知事室にこもらず、透明性のある県政を。 
 
３ 共生社会の推進、県民のすべてが主役として活躍できるようにして欲しい。 
 
４ その他     既成の枠にこだわらないで県民に向き合って欲しい。 
             

精神障がい者への対策要望事項。 

１ 家族支援を推進する。 

２ 入院者の医療費は無料とする。 

３ 「にも包括」精神障害者にも、包括支援をする。 

４ その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                                                             

 
 
 

４）みんなねっと 福井けんかれん新聞          ２０２６年 ３月１日 
 
  精神の病気とどう対処するか？ 

 
１ これまで、普通の生活を送ってきた。 
  ところが、急に、これまでの生活をできなくなった。 
 
２ 本人、家族は、大いに戸惑う。★１ 
 
３ 精神科のクリニックか病院に行く。 
 
４ 本人に、医師より処方がなされる。 
 
５ A 自宅に帰って様子をみる。 
  B 入院する。★２ 
 
＊ 問題は、家族も本人を、こんなことは、初めてなので、どうしたらいいか 

さっぱりわからない。 
医師の言う通りにならざるを得ない。 
 
★ １ 少し、時間をかけて本人の様子を伺う。 
★ ２ 入院に同意しないで、家での療養を選択する。 

 
 

 
 


